
国語科 学習指導案
平成２３年１１月１７日（木）５校時

指導学級 １年 ２組

授業会場 視 聴 覚 室

指 導 者 青山 清司

１ 学習材名「分かりやすく話そう」（東京書籍）

２ 学習材の目標

聞き手に，伝えたいことを分かりやすく話すための話し方を知り，実際に使えるようになる。

３ 学習材の評価規準

ア 国語への関心・意欲・態度 イ 話す・聞く能力 ウ 言語事項

① 課題に対して前向きに取 ① 自分の考えや気持ちを相手 ① 音声言語として聞き

り組み，グループでの話し合い に理解してもらえるように話し 取りやすい単語や表現を

でも積極的に意見を出してい ている。 意識して選択している。

る。 ② 全体と部分の関係，事実と

意見との関係に注意して，話し

たり聞いたりしている。

４ 学習材について

(1) 学習材について

新学習指導要領では，話すこと・聞くことの１学年の目標を「目的や場面に応じ，日常生活に

関わることなどについて構成を工夫して話す能力，話し手の意図を考えながら聞く能力，話題や

方向をとらえて話し合う能力を身に付けさせるとともに，話したり聞いたりして考えをまとめよ

うとする態度を育てる」としている。

このうち，本学習材では「目的や場面に応じ，日常生活に関わることなどについて構成を工夫

して話す能力」について重点的に学習することになる。

「話す」という言語活動には様々な要素がある。あらかじめ原稿を用意して読み上げる方法の

「話す」もあるが，今回の学習のねらいは，相手が十分理解できるよう，情報を整理して伝える

やり方である「伝達型」の話し方を使いこなせるようにすることである。

「伝達型」の難しさは，聞き手の立場に立ち，伝えるべき内容を精選し，スムーズな思考を促

すように話の展開を考えなければならないことにある。普段の生活では少数の友人や家族が相手

であるため，思いついたことを思いついた順番に話しても，特に不便を感じないでいる生徒が多

い。しかし，改まった場で通用しない話し方であることは言うまでもない。

本学習材は，普段，意識していない「伝達型」の話し方について，ゲーム形式を導入とするな

ど，抵抗なく学習できるように工夫されたものである。用意された課題をこなしていく中で，自

然と分かりやすい話し方のポイントを知ることになる。

ただし，話し方・聞き方の技能を習得するという点にのみとらわれず，言語活動と密接に関係

する，コミュニケーション能力を育てる意図を忘れてはならない。

(2) 生徒について

小学校からの学習習慣がよく身に付いており，授業態度は極めて良好である。グループ形式の

話し合いでも，特に指示しなくても自主的に司会を立てて始めるなど，学習訓練がなされている



様子がうかがえる。また，古典の学習では練習中も恥ずかしがらずに大きな声で音読に取り組む

など，音声言語を大切にしようとする意識も高いものがある。

一方，発問の内容が高度になると，意見を述べるという点でやはり難しさを感じるのか，積極

的に発言することはない。ただし，こちらから指名すればそれなりに的確な意見を述べる生徒も

多いので，分からないから言えない,という理解の問題よりも,完全に正しいことを言わないと恥

ずかしい,という意欲の問題であろう。

アンケート（別紙）の結果によると，国語の授業そのものは楽しく受けている（アンケート８

番）。また，国語がすべての教科の基盤となっていることも自覚している（１番）。

ただし，男女間での意識の違いがはっきり見られ，全体的に国語の学習内容に男子が苦手意識

を抱いていることがうかがえる（６番）。特に，文章を書くことについては，その傾向が強い。

（４番，６（６）番）。

(3) 校内研究主題との関連

国語科では，校内研究主題を踏まえ，国語科独自のテーマを「自分の考えを伝え合う力を高め

るための指導法の工夫～各教科における言語活動の基盤作り～」と設定した。

各教科においても言語活動が積極的に行なわれるためには，生徒がある程度授業での言語活動

の進め方に習熟する必要がある。そのために，言語活動そのものが学習の対象となる国語科とし

て，学習させる内容が，他教科の学習に役立つことを念頭において指導することが求められるよ

うになった。

本校の研究では，言語活動を単なる話し合い活動とはとらえず，思考力・判断力・表現力を育

むための活動全般ととらえた。したがって，他教科の学習活動にも応用が効くような学習方法を

国語科の指導に反映させることが他教科へのよい影響を与えることになると考える。

本学習材は「話す・聞く」領域の内容を扱っているが，本校研究における言語活動の分類では

主に「討論・協同」を扱うことになる。「討論・協同」は，個人の思考を集団に還元したり，集

団の思考を個人の思考に戻すという，集団と個の言語活動の橋渡しをする言語活動ととらえてい

る。したがって，「分かりやすく話す」という学習活動が，他教科における話し合い活動をはじ

めとする言語活動の活性化に役立つと考えるものである。

(4) 指導にあたって

本学習材が扱う内容は，言語活動そのものを対象とするものであり，その意味においてはどの

ような学習活動を行っても，校内研究主題との関連性は高い。しかし，注意しなければならない

のは,学習内容を知識としてとらえ，教師の一方的な説明に終始すれば，それは生徒の言語活動そ

のものを鍛えたことにならないということである。例えば，「文を短くして話す」という工夫に

ついても，実際に使用できなければ意味がない。

そこで，できるだけ活発に「討論・協同」が行われるよう，お互いの意見を交流する場として

のグループの学習機能に注目した。グループ学習は昔から行われている学習形態であるが，その

機能を十二分に生かすため，２つの点について工夫をした。

１つ目は，グループの適切な人数を４人と設定したことである。ことわざに「三人寄れば文殊

の知恵」というものがあるが，学級で３人のグループを編成すると，全体のグループ数が多くな

るだけでなく，組み合わせ次第によっては話し合い活動ができないグループの出てくることも予

想される。

かといって生活班の５～６人で活動させると，いわゆる「お客さん」状態の生徒が出てきてし

まうこともまれではない。その点，４人グループはほどよい緊張感を保ちながら，意見を活発に

交流でき，最適な人数であると考える。

２つ目は，グループ学習に，ホワイトボードという「思考のアウトプット」の場を設定したこ

とである。

思考を定着させるためには，頭の中に浮かんだ内容を，一度文字言語として書き出すことが有

効である（思考のアウトプット）。文字言語は，個人にはノート，学級全体の活動には黒板とい

う場を用いて定着され，その書き出した文章を見直すことでさらに思考を深めることができる

（思考のインプット）。



つまり，「頭から思考を取り出し，再び頭に入れる」という作業をスムーズにできる場がどの

学習形態でも必要であるが，グループ学習については，適切な「思考のアウトプット」の場がな

かった。そこで，ホワイトボードを自作して用いることにしたのである。

ホワイトボードは簡単に訂正ができるので，模造紙と違い，グループ内のコミュニケーション

を取りながら，思考をアウトプットするのに適している（間違いを気にせず書ける点等）。また，

ホワイトボードには磁石を付けてあり，黒板に掲示することも可能である。したがって，グルー

プの話し合った内容を，学級全体にすばやく示すことができる。

言語活動をその活動形態で考えたとき，授業中に個人⇔グループ⇔学級という変移が容易であ

ればあるほど，学習活動は活性化すると思われ，その意味でもこのホワイトボードは有効性があ

ると考える。

５ 題材の指導計画（５時間扱い）

時 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準 主な言語活動

１ 自分たちの日常の話し方を振り 声の大きさや速さ，間 ア－① 「討論・協同」

返り，その問題点を考える。 の取り方以外の，話の組 イ－① 「感受・表現」

本 み立て方など内容面に焦

時 点を当てる。

２ 分かりやすく話すためのポイン 分かりやすく話すため ア－① 「討論・協同」

・ ト「文を短くして話す」「全体像 には，話す要素を選び， イ－① 「理解・伝達」

３ を先に話す」を理解する。 話す順序を考えることが イ－②

重要であることを押さえ ウ－①

させる。

４ 分かりやすく話すためのポイン 分かりやすく話すため ア－① 「討論・協同」

・ ト「項目を立てて話す」を理解す には，項目を立てて話す イ－① 「解釈・説明」

５ る。 ことが効果的であること イ－②

を理解する。 ウ－①

６ 本時の指導

(1) 題材名 「分かりやすく話そう～日常の話し方を振り返り，問題点を考えよう～」

(2) 本時のねらい

① 分かりやすい話し方に関心を持ち，今後の学習に見通しを持つ。 （ア－①）

② 日常の話し方を振り返り，分かりにくい話し方の問題点を把握する。 （イ－①・②）

(3) 本時の提案

〔提案１〕

学習形態として，グループ活動が十分に機能するような工夫をする。

・一グループ４名。

・グループが思考をまとめる場として，ホワイトボードを用意。

〔提案２〕

思考の場を，個人⇔グループ⇔学級と変移させることにより，考えを深めることと，共有

化することを同時に行っていく。

〔提案３〕

机間指導では思考が深まるよう，グループに対して助言や質問を積極的に行う。



(4) 本時の指導過程

段階 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点・ 評価規準・

評価の方法

つ １ 本時の学習の目標を知 ○教科書はあえて開かせない。

か る。 ○話し方の「内容」に焦点を当てる。

む

（

【学習目標】

5分 自分たちの日常の話し方を振り返り，問題点を見つけよう。

）

（4人グループを作る）

○ゲーム（人間コピー）の手順と

２ ゲーム（人間コピー）の ルール

ルールについて説明を聞

く。 ①４人のうちから説明を担当する１ ○「ルー

考 人を決める。 ルを理解

え ３ ルールに従って，図形を して，ゲ

る ワークシートに書く。 ②図形を書いたカードを見ながら， ームに取

（

説明をするが， り組んで

10 ⑴描く生徒は質問を一切してはい いる。」

分 ４ ゲーム終了後，図形の出 けない。 （観察）

）

来ばえをグループ内で評価 ⑵説明する生徒は，描いている生

する。 徒の手元を見ない。（本でつい

たてを作る）

（図形と説明者を変えて２回 ⑶制限時間は３分。

行う） ⑷図形カードは複数用意し，隣り

合う他のグループが見てしまうの

を防ぐ。

提案１・２・３

○積極的

５ どう言えば，きちんと ○話し合った意見は，ホワイトボードに書き に意見を

図形を伝えることができた 出していく。（黒板に掲示することを考えて 交流させ

か，具体的な工夫の仕方を 文字を大きく書くように指示する。） ている。

深 話し合う。（10分） （観察）

め （グループで思考のアウトプ ○説明した生徒と聞いた生徒がお互いの立場

る ット） を生かして意見を交流させ，問題点を明らか

（

にさせていく。

30

分 ○机間指導では，グループの話し合いが深ま

）

るような援助を積極的に行う。

予想される，「よい」意見

・数字を使う。

・短く言う。

・出来上がりを言ってから細かい部分を

述べる。 ○ワーク

・箇条書きのように言う。（一つ目は～） シートや

ノートに

（グループを解除） 重要と思

６ 黒板にホワイトボードを ○次時から扱う，「３つの工夫」とは直接関 われるこ



貼って，学級全体でよい意 係ないことでも，大切だと思われることは評 とをメモ

見を確認する。（よい意見 価する。 してい

について，口頭で説明を加 る。（ﾜｰｸ

える）（20分） ○ホワイトボードの内容を手がかりに発表さ ｼｰﾄ･ﾌﾟﾘﾝ

（学級全体で思考のインプッ せるが，できるだけ詳しく説明させる。 ﾄ）

ト）

ま ７ 次時の予告を聞く。 ○分かりやすい話し方をするための，３つの

と 工夫について，実際にやってみることを述べ

め る。

る

（

５

分

）

(5) 準備物

・ワークシート

・ホワイトボード・白板マーカー（黒・赤）・白板消し………（各９セット）

・図形カード（１２種類）

(6) 本時の評価

評価 評 価 規 準 に 照 ら し た 評 価

規準 (Ａ)十分に満足できる (Ｃ)支援が必要である生徒への手だて

ア－ 課題に対して前向きに取り組み，話し合いで どんなことを話せばよいか，具体的な例を出

① も積極的に意見を出している。 してアドバイスする。

イ－ 全体と部分の関係，事実と意見との関係に注 グループでの話し合いの中で，話し方や聞き

② 意して，話したり聞いたりしている。 方の問題点に気づかせる。

（7）板書計画

(8)座席表（別紙）
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